
 

 

 
 

子供たちが育てているアサガオのつるがぐんぐんと伸び，子供たちの背丈に追いつこうとしています。学校

が始まり３か月が経ち，ひらがなの学習も進んできています。書き順に気を付けて丁寧に書くことを意識させ

ていきたいです。朝の用意や学習の準備，連絡帳書きも素早くできるようになってきました。自分でできること

をどんどん増やして，自信をもって小学校生活を送らせたいです。 

暑い日が続き，熱中症が心配です。「帽子・水分・しっかり睡眠・きちんと食事」を心がけ，楽しい学校生活

を送ることができるよう，ご協力よろしくお願いします。 

 

 

  

宇都宮市立清原北小学校 

第１学年だより ７月号 
令和7年６月30日（月）Ｎｏ.４ 

1（火）安全点検 スポーツタイム 

2（水）職員会議 特A日課5時間 

3（木）きよ楽①（1年・外）5校時 

4（金）清掃強化１① PTA理事会②18:00～ 

運動会会議①（PTA・地域）18:30～ 

7（月）あいさつ運動（3.4年） 清掃強化１②  

ステップアップ週間 

8（火）昼会④  

9（水）研修⑨〈外国語活動研究〉 

10（木）読み聞かせ きよ楽②〈3年・外国語〉6校時 

11（金）KASA会議③19:00～ 

14（月）清掃強化１③ 農園活動〈除草〉2校時(勤1) 

ハッピーな～べ～週間 

16（水）研修⑩〈要請訪問 外国語活動〉 船頭まつ

り会議〈運営〉18:00 

17（木）清掃強化１④放課後ワックス 全校スクスク

〈食・保〉  アルミ缶回収 

18（金）夏休み前集会（昼） 普通日課5時間  

21（月）海の日  夏季休業開始日 

22（火）個人懇談①（午前） 研修⑪〈Q-U・年

間指導計画作成〉（午後） 

23（水）個人懇談②（午前） 研修⑫〈学力分析〉

（午後） 

PTAプール開放9:30～11:00 

24（木）個人懇談③（午前） 研修⑬〈備品整理〉

（午後） 

PTAプール開放9:30～11:00 

25（金）個人懇談④（午前） 予備日 研修⑭〈授

業検討会〉（午後） 

PTAプール開放9:30～11:00 

 

８月学校行事予定 

31（日）夏季休業最終日 

 

 

 

 

国 語 おおきなかぶ  

ことばあそびうたをつくろう  

かたかなをみつけよう 

    えにっきをかこう 

算 数 のこりはいくつ どれだけおおい 

    たしかめもんだい 

生 活 きれいなはなをそだてよう  

     

 

 

道 徳 うかんだうかんだ  

ぼくのあさがお 

体 育 水遊び（もぐる・うく） 

音 楽 うみ ドレミとなかよし 

図 工 すいすい ぐるーり 

ことば ことわざかるた 

外国語 体の部位 もの 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆授業参観・引き渡し訓練お世話になりました 

６月２５日に行われた授業参観・引渡し訓練では，お忙しい中，ご参観・ご協力をいただきありがとうござ

いました。 

☆個人懇談とアサガオの持ち帰りについて 

保護者の方と担任で，一学期前半の学習や生活の様子をもとに，頑張ったことやこれからの努力点などに

ついて話し合います。ご家庭でも，学校の様子などを話題にしていただき，話したいことや夏休みのめあて

などを明確にしておくと有意義な時間になると思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

また，生活科で育てているアサガオを持ち帰り，観察しながら育てていただきたいと思います。個人懇談の

際に，植木鉢を持ち帰り，夏休みが終わったら学校に持ってきてください。（種取りをして，ツルはリース作りに

使います。）植木鉢が入るビニル袋があると持ち帰りに便利ですので，ご準備をお願いします。夏休みの間，ア

サガオはご家庭でお子さんに世話をさせてください。よろしくお願いします。 

☆７月の集金引き落とし日について 

７月の学校集金引き落とし日は，７月７日です。（Ｐ会員８,１６０円，弟妹７,５６0円）前日までに残高の

ご確認をお願いします。 

 

  

 

自信をもって意欲的な生活を送るために・・・ 

子供は自分自身が認められていると感じると安心感が高まり，自信がより育っていきます。自信をも

った子供は，意欲的に課題解決や目標達成に取り組みます。また，自分が認められるという経験は，周

りの人のよさや違いを認め，よりよい人間関係作りにも生かされます。 

認める際には，「テストが全部できた」「かけっこで一等だった」など成果や活躍だけに焦点を当てる

だけではなく，「言われなくても自分からやるなんてすごいね」など，日々の努力や成長にも焦点を当

て，声をかけてあげると次のステップへとつながりやすくなります。また，存在そのものに焦点を当

て，一人一人がかけがえのない存在であることがお子さんに伝わるような接し方をしていただきたいと

思います。具体的には，会話の時間を多くする，顔を見てうなずきながら聞く，あいさつをする，頭を

撫でてあげる，抱きしめる・・・。いつもよりほんの少しでもよくできたら，できなくてもやろうとし

たら，褒めるといいですね。 

家庭と学校，それぞれでお子さんを認めていくことが，自信をもって生活することにつながります。 

これからも，家庭と学校で一緒に取り組んでいきましょう。 

図工の「ひかりのくにのなかまたち」で，袋

の形や色セロハンの色を工夫して，作品を作り

ました。 


